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衆議院法務委員会ニュース

平成 22.11.12 第 176 回国会第４号

11月 12 日（金）、第４回の委員会が開かれました。

１ 民事訴訟法及び民事保全法の一部を改正する法律案（内閣提出第８号）

・柳田法務大臣、岡崎国務大臣（国家公安委員会委員長）、黒岩法務大臣政務官、山花外務大臣政務官、笠文部科学大

臣政務官及び政府参考人に対し質疑を行い、質疑を終局しました。

・採決を行った結果、全会一致をもって原案のとおり可決すべきものと決しました。

（賛成－民主、自民、公明、日本、国守）

（質疑者及び主な質疑内容）

横 粂 勝 仁君（民主）

・これまで国際的な民事紛争に関する国際裁判管轄につい

ては、裁判ごとに判例に従った個別判断がなされてきた

が、本法律案で国際裁判管轄に関するルールを法律で明

文化することの意義について、法務大臣政務官の所見を

伺いたい。

・財産権上の訴えについて、たとえ被告の差押え可能財産

が日本国内にあったとしても、「その財産の価額が著しく

低い」場合には、日本の裁判所の管轄から除外されてい

るが、その基準と具体例について伺いたい。

・ヘーグ国際私法会議における多国間条約の締結交渉が頓

挫した理由とそこでの最も大きな対立点がどこにあった

のかについて、及び、今後日本が主導して多国間条約な

いしは東アジア共同体における条約成立を目指す考えは

あるのかについて、法務大臣政務官に伺いたい。

平 沢 勝 栄君（自民）

・国際的な民事紛争はどの程度増加しているのか、また、

本法律案が成立することによって訴訟の審理期間はどの

程度短縮化されるのか、法務当局に伺いたい。

・海上保安庁は、不審船との海上警備の状況を撮影したビ

デオを過去２回公開している例があるにもかかわらず、

今回の尖閣諸島沖の中国漁船衝突事件のビデオについて

は、未だ公開していない。その理由は何か、海上保安庁

当局に伺いたい。

・一事件について検察庁及び警察に告発した例はあるのか、

また、今回の尖閣ビデオ流出事件については、なぜ東京

地検と警視庁に告発したのか、その判断をした者も含め

て海上保安庁当局に伺いたい。

・尖閣諸島沖の中国漁船衝突事件に関する政府の一連の対

応に、国民は違和感を持っている。海上保安官は、身を

呈して海上警備の任に当たっている中にあって、今後の

取締りにどのような影響があると考えるか、法務大臣の

所見を伺いたい。

稲 田 朋 美君（自民）

・尖閣諸島沖の中国漁船衝突事件において海上保安庁の巡

視船が被害を受けたが、中国人船長に対して損害賠償を

請求する場合、本法律案では裁判管轄についてどのよう

に取り扱われることになるのか、また、実際に損害賠償

を請求する考えはあるのか、法務大臣に伺いたい。

・秋田市において弁護士が殺害された事件について、国家

公安委員長の所感を伺いたい。また、被疑者は中国から

拳銃を購入したと報じられているが、外国からの拳銃の

入手について、どのような捜査を行っているのか、伺い

たい。

・国家公安委員長は、韓国の元従軍慰安婦に対して個人補

償をすべきと考えているのか。国際条約上、個人補償を

することは正義に反すると考えるが、認識を伺いたい。

・朝鮮学校への高等学校無償化の適用について、文部科学

大臣が拉致被害者家族会等の代表者と面会した際、教育

内容の改善について何らかの措置を取ると説明したと報

じられているが、その具体的な内容について文部科学大

臣政務官に伺いたい。また、文部科学大臣の対応につい

て、法務大臣の所感を伺いたい。

大 口 善 徳君（公明）

・国際裁判管轄について、今後、多国間での包括的な統一

ルールやＡＰＥＣのような地域的枠組みの中で統一ルー

ルを策定・批准する方向で検討していく意思はあるか。

少なくとも我が国との交流が深い国との二国間条約の締

結は必要だと考えるが、法務大臣の所見を伺いたい。

・検察の在り方検討会議のメンバーについて、どのような

スタンスで人選を行ったのか。とりわけ、元検事総長と

元警察庁長官を入れた理由とその妥当性について、法務

大臣に伺いたい。



本ニュースは、速報性を重視した概要版として事務局において作成しているものです。

詳細な内容については会議録を御参照ください。
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・今回流出した尖閣諸島沖の中国漁船衝突事件の映像は、

国家公務員法第 100 条第１項の「秘密」に該当するもの

といえるか。公開対象が限定的だったとはいえ、すでに

国会でも視聴されたものでもあり、実質的に秘密として

保護するに値するものといえるのか、法務大臣の所見を

伺いたい。

２ 裁判官の報酬等に関する法律等の一部を改正する法律案（内閣提出第 18 号）

検察官の俸給等に関する法律等の一部を改正する法律案（内閣提出第 19 号）

・柳田法務大臣から提案理由の説明を聴取しました。


